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●  概  要 

FLASHMATE12V1はルネサス エレクトロニクス製フラッシュメモリ内蔵マイコンのオンボード書込み装置です。 

Flash 内蔵 ROM への書込みは回路制御が完全自動化でスイッチ操作不要となっており、ターゲットへの書込みが

スムーズに行えます。ルネサス エレクトロニクス製フラッシュメモリ内蔵マイコン VPP12V ファミリの全マイコンに対応

済みです。本体は軽量・小型、書込み方法は、ＰＣからの書込み、または、データＲＯＭを使用したＰＣ無しの書込み

いずれも可能です。また、弊社フラッシュメモリ内蔵マイコン搭載ボード HSB シリーズをお使い頂ければ、すぐに動作

確認のできるサンプルソフトが添付されています。 

仕様 
書込み電圧 FVPP 12V 

書込みモード ブートモード専用 

書込み可能なマイコン ルネサス エレクトロニクス製フラッシュメモリ内蔵マイコン２電源タイ

プ全て 

 H8/538F・H8/539F・H8/3644F（H8/3642RF・H8/3643F） 

 H8/3048F・H8/3334YF・H8/3337ＹF・H8/3434F・H8/3437F 

使用可能なデータＲＯＭ ２７Ｃ２５６･２７Ｃ１０１・２８Ｆ２５６・２８Ｆ１０１ または同等品 

本体電源 ＡＣ１００V アダプタ（付属）または単３形アルカリ乾電池２本 

本体ケース寸法 ８９×１３４×３６ｍｍ 

重量 ２６０ｇ（電池含まず） 

FW12.EXE 書込み可能ファイル形式 モトローラファイル（Ｓ形式ファイル） 

 ＰＣ動作環境 MS-DOS 5.0 以上 

 注意！ DOS/V 機でのご利用をお勧めします 

 PC98系機種では最大転送レートへの合わせ込みがうまく作動せずに、 

 処理中断となる場合がございます 

 ＰＣインタフェース ＲＳ２３２Ｃシリアルポート ＣＯＭ1 （ストレートケーブル使用） 

製品内容 

FLASHMATE12V1本体  1 台 

専用ターゲットケーブル 1 本 

ＡＣ１００V電源アダプタ 1 個 

付属ソフトＦＤ 1 枚 

取扱説明書（本書） 1 部 

＜デモプログラムについて＞ 

 freqmeta .mot 
 stopwat .mot 
 voltmeta .mot 
 watch .mot 

FLASHMATE12V1 本体外観図 

パラメータ設定は本体側面スイッチを小型マイナスドライバ等にて切替えます 

■本体ＬＥＤの点灯状況と動作 

 VPP 
 VPP（＋１２V）印加時に点灯 

 BUSY 
 データ ROM アクセス中に点灯 

 マイコン・ROM タイプ・転送レート 

 側面ロータリースイッチ設定状況を表示 

 ERASE・WRITE 

 書込み操作時点灯 

 ERR 
 エラー発生時点灯 

 
 

 

アダプタ/乾電池 ＤＣ電源 RS232C/ROM  ROM タイプ 

電源切替 入力 ソース選択 マイコン   

 

 転送レート 

 スタート 

RS232C 

ストレート 

ケーブル 

 
DSUB 

25P ﾒｽ 

＜付属のＡＣ電源アダプタについて＞ 
 消耗品として別売品があります 

 国内仕様ですので海外ではご利用になれません 

 付属品以外のＡＣアダプタは本体・マイコンを破損す

る場合がありますので、使わないで下さい 

※ 弊社 HSB シリーズマイコンボード専用のデモプログラムで、ボード上のスイッチを

操作することで４桁７セグメントＬＥＤが電圧計や時計等の動作を行い、正常な書込

み操作をすぐに確認できます 

※ 付属ソフトＣＤ内の「SAMPLE」フォルダ内にマイコン別に入っていますので、当該マ

イコンのものをご利用下さい 

マイコン選択 

ROMタイプ選択 

転送レート 

選択 

Ｒ
Ｏ
Ｍ 

スタート 

ストップ 

ＲＯＭ装着 GND位置 

デ
ー
タ 

ROM固定レバー 

BUSY 

VPP 

ターゲット 

ケーブル 

(10P) 

アダプタ／乾電池 入力電源切替、 

RS232C／ＲＯＭ ソース選択は、 

ご利用時、必ず選択して下さい 

！ 
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乾電池でのご利用について 
背面部の電池ケースへの装着は乾電池の極性に気を付けて行ってください。未使用時でも僅かながら電池の消耗がある為、

不要な際は乾電池を取り外してご利用ください。 

 

電池ボックスをご使用の際には下記＜重要注意＞をお読みになり、乾電池の取付け及び取扱にご注意ください。 

 

＜重要注意＞ 

アルカリ乾電池の中には、絶縁ラベルに柔らかい素材を使用しているものが有り、電池を取付ける際に、電池ボックス内

(－)電極の接点部分が絶縁ラベルの内側に入り込んだ場合、（下図に示す） (＋)電極とショートする可能性が有ります。 

ショートすると発煙、発火する場合が有り、非常に危険です。このような物は使わないでください。 

 
 
 
 
 

電池ボックス 
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●  準  備 1    －ターゲットとコネクタ・ケーブルについて－ 

接続イメージ図 
 
 
 
 
 
 

 
 
 

FLASHMATE12V1 とターゲットボード間のケーブル信号名 
FLASHMATE12V1本体側 

信号の方向 

ターゲットボード側 

ピン番号 信号名 信号名 ピン番号 

1 GND 
 

  

2 GND GND 1 

3 RXD  TXD 2 

4 TX  RXD 3 

5 RESET  RES 4 

6 VIN  USERVCC 5 

7 FVPP  Vpp 6 

8 MD  MD 7 

9 GND 
 

GND 8 

10 GND   

 

FLASHMATE12V1 とＰＣ間の RS232C ストレートケーブル結線図 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

 

FLASHMATE12V1 とターゲットボード間のケーブルコネクタ型名 

 

 

 

 

 

 
 

ターゲット接続ケーブルは消耗品として別売しております（詳細は巻末参照）  ※ＯＫＩ･･･沖電線株式会社 

PC9801with 25 pins connector 

 ＰＣ programmer 

 25pins  25pins 
 1 1 

 2 2 

 3 3 

 4 4 

 5 5 

 6 6 

 7 7 

 20 20 

DOS/V series with 9 pins connector 

 ＰＣ programmer 

 9pins   25pins 
 2 2 

 3 3 

 4 4 

 5 5 

 6 6 

 7 7 

 8 20 

注意！ 

プログラマ側 4・5で

制御しますので、結

線を十分にご確認

下さい。 

USERVCC は 

FLASHMATE12V1 側で 

約 10mA 消費します 

ＡＣ電源アダプタ 

■ ◎ 

FLASH 
MATE 
12V1 

ターゲットボード 

DC電源 

付属フラットケーブル 

赤…１Ｐ 

コントロールソフト・デモプログラムＦＤ 

ＲＳ２３２Ｃ 

ストレートケーブル 

■ 

PC 

ＰＣ内ファイルを FW12.EXE を使用して書込む場合 

ＲＳ２３２Ｃ 
FLASH 

MATE12V1 

ターゲットボード 

JST  PHR-8 

JST  B8B-PH-K-S, S8B-PH-K-S 

OKI  FL10A2F0 

OKI  FL10A2MA 
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ターゲットボードの作成にあたって 

 

FLASHMATE12V1 Ｖｐｐ端子の電流容量は最大６０ｍＡです。次ページの参考回路図等をご参照下さい。 

□ＭＤ端子はマイコンごとにＭＤ０・ＭＤ１・ＭＤ２のいずれの端子に１２Ｖを印加するか異なる為、ご注意下さい 

□RESET はオープンコレクタでドライブできる事が前提です 

 FLASHMATE12V1からのＲＥＳＥＴ信号がマイコンＲＥＳＥＴ端子へ遅延なく伝わるように工夫して下さい 

 マニュアルＲＥＳＥＴをＡＮＤ回路で並列につなぐ、またはＷｉｒｅｄ Ｏｒでつなぐことも可能です 

□FLASHMATE12V1とターゲット間の通信はＴＴＬレベル（=USER VCC）となっております 

 FLASHMATE12V1とターゲット間はＲＳ２３２Ｃレベルでの接続はできません 

 反転せずに伝わるようにして下さい 

□USERVCCについて 

 ライタ側コネクタ５番ＶＩＮ及びターゲットボード上の USERVCC電源供給は必須です（動作しません） 

□記載の抵抗値については、１０ｋΩ～４７ｋΩ以上で設計主旨にのっとり調整頂いて構いません 

 

 

FLASHMATE12V1 本体内部Ｉ／Ｆ回路図 
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ターゲットボード参考回路図 
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□ＭＤ端子はマイコンごとにＭＤ０・ＭＤ１・ＭＤ２のいずれの端子に１２Ｖを印加するか異なる為、ご注意下さい 

□RESET はオープンコレクタでドライブできる事が前提で、遅延無く伝わる様ご用意下さい 

マニュアルＲＥＳＥＴをＡＮＤ回路で並列につなぐ、またはＷｉｒｅｄ Ｏｒでつなぐことも可能です 

□FLASHMATE12V1 とターゲット間の通信はＴＴＬレベル（=USER VCC）となっており、ＲＳ２３２Ｃレベルでの接続は

できませんので、反転せずに伝わるようにして下さい 

□USERVCCはライタ側コネクタ５番ＶＩＮ及びターゲットボード上の USERVCC 電源供給は必須です（動作しません） 

□記載の抵抗値については、１０ｋΩ～４７ｋΩ以上で設計主旨にのっとり調整頂いて構いません 

 
 
 
 

●  準  備 2   －コントロールソフトのインストール－ 

付属ＦＤより FW12.EXE を適宜コピーしてご利用下さい。ＦＤより起動してご利用になることも可能です。 

FLASHMATE12V1 

接続Ｉ／Ｆ 

H8/3644F では次の点が異なります 

◆端子名称 ①マイコンの VPP→P90 ②ＭＤ→TEST 

◆プログラム書込み時は TESTを”H”、ユーザープログラム実行時は”L” 
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●  基本操作 

書込み方法は次のＡ・Ｂの２通りです。 

書込み操作 
Ａ ＰＣ内ファイルを FW12.exe で書込む 

ＰＣから 

ＰＣ内ＭＯＴファイルを FLASHMATE12V1 本体内部メモリ

へ転送し、FLASHMATE12V1 から書込みます 

B データＲＯＭから書込む 
ＰＣ無し・本体スイッチ操作のみ 

データＲＯＭに書込まれた内容をそ

のまま内蔵 ROMへ書込みます 

パラメータ 

スイッチ 

設定 

入力電源切替 

設定 

 

アダプタ／乾電池 アダプタ／乾電池 

注意！ 長期間 AC アダプタを使用する場合、乾電池を外して下さい 
バッテリを装着し DCプラグを挿入すると、AC100V を供給しない際に僅かにバッテリを消耗します 

ソース選択設定 「RS232C」側へ設定 「ROM」側へ設定 
PCからの書込みか、ROM からの書込みかを選択します 

ROM タイプ 

選択設定 

－ ＲＯＭタイプスイッチを設定 

データ ROM のタイプを設定 

上 27C101 (28F101) 

下 27C256 (28F256) 

マイコン選択設定 ターゲットマイコン型名を選択 ターゲットマイコン型名を選択 

データレート 

選択設定（bps） 
 

 

2400／4800／9600／19200 2400／4800／9600／19200 

使用するターゲット上のクロックによって異なります 

＜ターゲット上クリスタル周波数と転送レート＞ 

 2-16MHz…2400bps、4-16MHz…4800bps、8-16MHz…9600bps 
※詳細は当該マイコンハードウェアマニュアル内ブートモードの項をご参照下さい 

ハード接続 ◆RS232C ケーブルで FALSHMATE12V1 

本体をＰＣと接続 

◆ターゲットを接続して電源供給 

◆データＲＯＭをソケットに固定 

◆ターゲットを接続して電源供給 

書込み 
 

①FW12.exe を起動 

②「Send MOT File」をクリック（ｼｮｰﾄｶｯﾄ：Ｓ） 

 画面に従いファイルを選択し、ＯＫをクリック、 

 確認画面が表示され、確認してＯＫします 
H8/539 の場合はチェックボックス[ ]をクリックします 

プログレスバーが表示され、正常終了時は初期画面 

に戻ります 

※ライタ内部のメモリは本体電源をＯＦＦにした場合

保存されません 

③「Write to Flash Memory」をクリックします 

 確認メッセージが表示されます（ｼｮｰﾄｶｯﾄ：S） 

④書込み終了 
プログレスバーが表示され、正常終了の場合は最初の画

面に戻ります 

⑤End を選択して、FW12.exe を終了 
※Send＆Write は上記を連続して行うコマンドです 

  （ｼｮｰﾄｶｯﾄ：A） 

①スタートスイッチを押す 

注意！ 

BUSY のＬＥＤ点灯中に

ROM 着脱を行うと ROM が

壊れる場合があります。 

また、ROM を破壊しますの

で、着脱時は必ず GND 位

置で合わせて下さい。 

 
 

②書込み終了 

LED 点灯状況は別途記載をご参照

下さい 

※FW12.exe をマウスにてご利用頂く場合、マウスドライバは適宜ご用意下さい。また、ショートカットをそのまま入力して

もご利用可能です。 

＜FW12.exe操作画面＞ 

   
＜その他のキー操作＞ 

TAB…次項へ、ALT+Ｎ…名前選択、ALT+Ｆ…ファイル選択、ファイル内は← ↑ → ↓  

①ファイル転送 

②書込み 

①⇒②連続操作 

初期画面 ファイル選択画面 

ダブルクリックで 

上の階層へ 
左右 

スクロールバー 

 

クリックで操作画面キャンセル 
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書込み時ＬＥＤ点灯状況 

 ERASE WRITE ERROR BUSY VPP 

 書込み前ＬＥＤ点灯状況 全消灯 ○ ○ ○ ○ ○ 

 

書込み開始 

リセット処理開始 

 マイコン ＲＥＳＥＴ信号の発生 スタート開始と同時にリセット信号を発生 

 ＭＤ・ＦＶｐｐ電圧の発生 MD・ＦＶｐｐ端子へ書込み電圧を印加 

 ＭＤ・ＦＶｐｐ電圧の確認 12V±0.3V に満たない場合、エラー表示 

 ＲＥＳＥＴ信号の解除 マイコンがブートモードに入る 

ボーレート調整開始 

 ボーレート調整 ＰＣ側コントロールソフトより "00 送出 

  ※30 回迄リトライし合せ込み完了信号が無い場合にエラー表示 

 書込み転送プログラムの転送 当該フラッシュメモリ内蔵マイコンの書込み転送プログラムを転送

します 

  転送に失敗した場合はエラー表示 

フラッシュメモリの全ブロック消去 

 全ブロック消去 マイコン内蔵プログラムで flash メモリが全ブロック消去されます 

  マイコンより規定以外の信号が返った場合、 

  規定時間内に応答が無い場合にエラー表示 

 

選択ファイル転送・書込み開始 

 ユーザープログラム転送 選択されたユーザプログラムファイルを転送します 

 

書込み終了 

 マイコン ＲＥＳＥＴ信号の発生 ブートモードを終了 

 ＭＤ・ＦＶｐｐ電圧断 

 
 

H8/539F メモリタイプについて 

H8S/539F 内蔵ＲＯＭは、２つのエリアに分割されています。FW12.exe では下図の様な書込みとなりますので、

プログラム作成時または転送操作時にご留意下さい。 

 MOT ファイル FLASHMATE12V1 内 H8/539F 内 

  転送時 書込み番地 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 ERASE WRITE ERROR BUSY VPP 

 ○ ○ ○ ● ● 

注意！ 
ファイル転送時の確認画面では、H8/539Fをご

利用の場合はチェックをＯＮにしてからＯＫをク

リックし、書込みを開始して下さい。 

 

その他のマイコンでは、チェックをしないで

そのままＯＫをクリックしてご利用下さい 

！ 

 ERASE WRITE ERROR BUSY VPP 

 ○ ○ ○ ● ● 

 ERASE WRITE ERROR BUSY VPP 

 ● ○ ○ ● ● 

 ERASE WRITE ERROR BUSY VPP 

 ○ ● ○ ● ● 

 ERASE WRITE ERROR BUSY VPP 

 ○ ○ ○ ○ ○ 

H’010000 

 

H’013FFF 
H’014000 

 

 

 

H’02FFFF 
 

H’000000 

 

H’003FFF 

 

 

 
H’010000 

 

H’013FFF 
H’014000 

 

 

 

H’02FFFF 

 

H’000000 

 

H’003FFF 
 

 

 
H’010000 

 

H’013FFF 
H’014000 

 

 

 

H’02FFFF 
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●  エラー時のチェックポイント 

ファイル転送時の不具合について 

「Send MOT File」にてエラーが表示される場合、ＰＣとの接続結線内容／接触不良、本体への供給電源を

お確かめ下さい。COM1 が使用できない、または fm12.exe 起動後に一時的に使用できなくなった場合、プロ

グレスバーの表示がされずに転送エラーとなります。 

書込み時の動作概要 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

※計測値はＰＣ環境によって異なります 

 

ブート起動時のタイミングチャート 

FLASHMATE12V1 から、RESET 解除、MD・FVPP 印加後、’00 信号送出をターゲットインタフェース３番(RXD)よ

り下記のタイミングで行います。31回のリトライまでにマイコン側からボーレート合わせ込み完了の’00信号応答

がターゲットインタフェース２番（TXD）を介して戻り、次のプロセスへ進みます。合わせ込みエラーを波形にて検

証する場合、まず、FLASHMATE12V1インタフェース部分にて出力信号や 12V印加をお確かめ下さい。さらに、

同じくマイコン端子部分でもご検証をお勧めします。 

 

マイコン ＲＥＳＥＴ信号の発生 

ＭＤ・ＦＶｐｐ電圧の発生 

ＭＤ・ＦＶｐｐ電圧の確認 

ＲＥＳＥＴ信号の解除 

ビットレートの合わせ 

書き込みプログラムの転送 

マイコン内蔵プログラムによるフラッシ

ュメモリの全ブロック消去待ち 

選択されたファイルの転送・書き込み 

マイコン ＲＥＳＥＴ信号の発生 

ＭＤ・ＦＶｐｐ電圧断 

500msec 以上 

約 250msec 

約 250msec 

Ａｄｊｕｓｔ ｂａｕｄ ｒａｔｅ 

Ｔｒａｎｓｆｅｒ ｗｒｉｔｅｒ＆Ｅｒａｓｅ 

Ｗｒｉｔｅ ｔｏ ｆｌａｓｈ ｍｅｍｏｒｙ 
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●  消耗品購入ご案内 

消耗品名 備考 

ＡＣアダプタ 国内使用のみ 

FLASHMATE12V1 ターゲットケーブル 
※FLASH1 共通 

 

最新情報は弊社ホームページでご確認ください。 

 

●  注意事項 

本書を必ずよく読み、ご理解された上でご利用下さい 
FLASHMATE12V1 をご利用になる前には必ず取扱説明書をよく

読んで下さい。また、本書は必ず保管し、使用上不明な点がある場

合は再読し、よく理解して使用して下さい。●本書は株式会社北斗電

子製FLASHMATE12V1本体の使用方法及び付属ソフトについて

説明するものであり、ユーザーシステムは対象ではありません。●

FLASHMATE12V1 はルネサス エレクトロニクス製フラッシュメモ

リ内蔵マイコンへプログラムをオンボード且つブートモードで書き換え

る為のプログラムライタです。この目的以外でのご利用は堅くお断り

します。●FLASHMATE12V1 のデザイン・機能・仕様は性能や

安全性の向上を目的に予告なく変更することがあります。本書の図

は実物と異なる場合もあります。●本書及び製品は著作権及び工業

所有権によって保護されており、全ての権利は弊社に帰属します。本

書の無断複写・複製・転載はできません。●弊社は安全にご利用戴く

為に検討・対策を行っておりますが、潜在的な危険・誤使用について

は全てを予見できません。本書に記載されている警告が全てではあ

りませんので、お客様の責任で理解・判断し正しく安全にご利用下さ

い。 

限定保証 
弊社は FLASHMATE12V1 が頒布されているご利用条件に従って製造されたもので、材料・仕上げに欠陥がないことを保証致します。

FLASHMATE12V1の保証期間は購入戴いた日から 1年間です。 

免責事項 
⚫ 火災・地震・第三者による行為その他の事故により FLASHMATE12V1に不具合が生じた場合 

⚫ お客様の故意・過失・誤用・異常な条件でのご利用によって FLASHMATE12V1 に不具合が生じた場合 

⚫ FLASHMATE12V1及び付属品へのご利用方法に起因した損害が発生した場合 

⚫ お客様によって FLASHMATE12V1及び付属品へ改造・修理がなされた場合 

弊社は特定の目的･用途に関する保証や特許侵害に対する保証等、本保証条件以外のものは明示・黙示に拘わらず一切保証致しません。

また、直接的・間接的損害金もしくは欠陥製品や製品の使用方法に起因する損失金・費用には一切責任がありません。損害の発生につい

てあらかじめ知らされていた場合でも保証致しません。FLASHMATE12V1は「現状」で販売されているものであり、使用に際してはお客

様がその結果に一切の責任を負うものとします。弊社は使用または使用不能から生ずる損害に関して一切責任を負いません。保証は最

初の購入者であるお客様ご本人にのみ適用され、お客様が転売された第三者には適用されません。よって転売による第三者またはその

為になすお客様からのいかなる請求についても責任を負いません。 

 
 
本書においてはパーソナルコンピューターをＰＣと称します。F-ZTATTMはルネサス エレクトロニクス株式会社の商標です。 

Windows95 及びWindows98はマイクロソフト社の製品です。 

 

最新情報は弊社ホームページ https://www.hokutodennshi.co.jp をご活用下さい 

お問い合わせは、support@hokutodenshi.co.jp へ 
 

オンボードプログラマFLASHMATE12V1 取扱説明書 

© 2002-2023 北斗電子 Printed in Japan 1998年 3 月 6 日初版発行 2019 年 3月 1 日改訂 REV.2.3.0.0（231002） 

発行 株式会社   e-mail：support@hokutodenshi.co.jp URL:https://www.hokutodenshi.co.jp   

TEL 011-640-8800 FAX 011-640-8801 〒060-0042札幌市中央区大通西 16 丁目３番地７ 

 

 

警 告 

以下の警告に反する操作をされた場合、FLASHMATE12V1

本体及びユーザーシステムの破壊・発煙･発火の危険がありま

す。マイコン内蔵プログラムを破壊する場合もあります。 

１． FLASHMATE12V1 及びユーザーシステムに電源が入

ったままケーブルの抜き差しを行わないで下さい。 

２． FLASHMATE12V1 及びユーザーシステムに電源が入

ったままで、ユーザーシステム上に実装されたマイコンまた

はＩＣ等の抜き差しを行わないで下さい。 

３． FLASHMATE12V1 及びユーザーシステムは規定の電

圧範囲でご利用下さい。 

４． FLASHMATE12V1 及びユーザーシステムは、コネクタ

のピン番号及びユーザーシステム上のマイコンとの接続を

確認の上正しく扱って下さい。 
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MEMO 
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